
 

 

第２回 北極海航路に係る官民連携協議会 

議事要旨 

 

【開催概要】 

 日時：平成２７年１月２８日（水）１４:００～１６:００ 

 場所：中央合同庁舎３号館 １０階 共用会議室 A 

 

【議事概要】 

1． 開会 

2． 関係省庁からの情報提供 

3． 参加企業等との意見交換 

[参加企業等からの主な発言] 
 

（北極海航路に関する情報について） 
 北極海航路の利用状況について補足すると、トランジット航行は減っているが、

北極海を横断しない作業船の入域が増えており、海洋資源開発などを目的とし

て北極海沿岸の建設サイトまで航行する船舶が増えている模様。 
 北欧では、北極海航路が利用可能かという議論から、北極海航路の利用方法に

関心が移っている。主にヤマル半島などへのデスティネーション・シッピング

が議論の中心であり、トランジット航行は北欧ではさほど重要視されていない

ように思われる。 
 

（その他意見、要望等） 
 北極海域の海図情報、通信インフラに関する情報は有益であり、定期的に本協

議会でアップデートされた情報を提供してもらえるとありがたい。 

 マーケットの状況により北極海航路の利用実績は毎年変動すると思われるが、

北極海航路の利用は今後も進んでいくものと思われる。引き続き、関係者によ

る情報提供など、北極海航路の利用環境の整備をしていただけるとありがたい。 

 中長期的には北極海航路の利用ニーズは出てくると思われる。息の長いテーマ

であるが、北極海航路に関する情報を得られる機会は少なく、本協議会の情報

は貴重である。 

 

4． 閉会 

＜以上＞ 


